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従
来
の
研
究
の
中
で
、
「
癩
」
は
中
世
で
は
仏
罰
と
み
な
さ
れ
、

近
世
に
至
っ
て
「
家
筋
」
の
病
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
「
癩
」
を
「
家
筋
」
と
見
な
す
考

え
方
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
近
世
の
新
興
感
染
症
で
あ
る

梅
毒
と
の
関
連
か
ら
考
察
を
加
え
る
。

日
本
医
学
が
「
癩
」
の
「
家
筋
」
説
に
注
目
し
始
め
る
の
は

一
七
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
「
癩
」
は
血

縁
者
間
で
「
伝
染
」
し
や
す
い
病
と
理
解
さ
れ
た
。
初
出
は
岡

本
一
抱
『
万
病
回
春
病
因
指
南
』
（
一
六
八
八
年
）
で
、
「
多
ハ

子
孫
二
伝
ル
ノ
義
、
亦
別
伝
ア
リ
」
と
記
す
。
「
別
伝
」
と
は
お

そ
ら
く
、
一
抱
の
「
医
学
正
伝
或
問
諺
解
」
（
一
七
二
八
年
）
を

指
し
、
「
癩
病
二
悪
虫
ア
リ
テ
子
孫
二
伝
」
と
あ
る
。

一
抱
と
同
時
代
の
医
者
達
も
、
同
様
に
血
縁
者
間
「
伝
染
」
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江
戸
時
代
の
「
癩
」
と
梅
毒鈴
木
則
子

奈
良
女
子
大
学
生
活
環
境
学
部

を
指
摘
す
る
。
後
藤
艮
山
『
校
正
病
因
考
」
（
一
七
五
七
年
）
は

「
父
子
兄
弟
伝
染
ス
ル
ト
コ
ロ
亦
格
別
」
と
、
父
系
の
親
子
兄
弟

間
「
伝
染
」
を
強
調
す
る
。
艮
山
は
、
同
書
の
梅
毒
に
つ
い
て

論
じ
た
箇
所
で
、
「
伝
染
」
に
よ
る
発
病
を
「
人
の
毒
気
を
感
受

し
て
血
液
が
悪
く
な
り
て
凝
結
す
る
故
に
発
す
」
と
、
「
気
」
を

介
し
て
「
伝
染
」
し
、
血
液
が
侵
さ
れ
て
発
病
す
る
と
説
明
す

る
。

香
月
牛
山
も
「
国
字
医
叢
」
（
一
七
三
七
年
）
の
中
で
、
病
に

よ
っ
て
「
伝
染
」
す
る
範
囲
が
異
な
る
と
論
ず
る
。
香
月
は

「
伝
染
」
に
は
①
誰
に
で
も
う
つ
る
、
②
血
縁
者
と
周
囲
の
「
気

虚
弱
」
な
者
に
の
み
う
つ
る
、
③
血
縁
者
の
み
に
う
つ
る
、
と

い
う
三
段
階
が
あ
る
と
す
る
。
「
癩
」
は
③
の
限
定
的
に
血
縁
者

の
み
に
「
気
」
を
媒
介
と
し
て
「
伝
染
」
す
る
病
と
さ
れ
た
。

「
伝
染
」
は
生
ま
れ
て
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
出
生
前
に
も
成

立
す
る
。
『
南
山
老
人
一
家
言
」
（
南
園
惟
親
、
一
七
八
七
年
）

は
、
「
遺
毒
」
と
し
て
「
癩
」
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
「
父
母
遺
毒

伝
染
」
と
表
現
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
近
世
医
学
の
土
台
に
あ
る
中
国
医
書
が

「
癩
」
の
血
縁
者
間
「
伝
染
」
や
遺
毒
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
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稀
で
あ
る
。
一
三
九
六
年
の
「
玉
機
微
義
」
（
徐
用
成
撰
、
劉
純

続
増
）
が
、
世
間
に
「
伝
染
」
説
が
あ
る
が
、
一
家
の
内
で

「
血
脈
」
や
生
活
環
境
が
同
じ
で
も
、
体
の
状
態
が
よ
け
れ
ば

「
伝
染
」
し
な
い
と
記
し
た
り
、
一
六
七
五
年
の
『
諸
風
痛
瘍
全

書
指
掌
」
が
「
世
俗
の
論
」
と
し
て
、
「
癩
」
は
一
家
の
内
で

「
伝
染
」
す
る
と
い
う
説
を
紹
介
す
る
程
度
で
あ
る
。
む
し
ろ
中

国
で
は
一
六
世
紀
以
降
、
「
癩
」
は
特
に
性
行
為
に
よ
っ
て
誰
に

で
も
簡
単
に
う
つ
る
感
染
症
と
み
な
さ
れ
、
道
徳
的
非
難
と
感

染
へ
の
警
戒
か
ら
、
社
会
や
家
庭
か
ら
厳
し
く
排
除
さ
れ
た
。

嘉
慶
年
間
（
一
七
九
六
～
一
八
二
○
年
）
に
書
か
れ
た
「
腐
門

全
書
」
（
請
暁
亭
）
の
序
文
に
は
「
痛
実
伝
染
常
多
、
或
傷
隣
友
、

或
傷
一
家
」
と
あ
る
。
背
景
に
は
、
一
六
世
紀
か
ら
世
界
中
に

蔓
延
し
た
梅
毒
と
の
混
同
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
場
合
、
梅
毒
が
「
癩
」
と
誤
診
さ
れ
た
形
跡
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
江
戸
時
代
の
「
癩
」
患
者
は
都
市
を
中
心
に
激
減

し
、
代
わ
り
に
梅
毒
患
者
が
大
幅
に
増
え
る
。
そ
の
中
で
一
般

の
人
々
に
ま
で
、
梅
毒
は
性
感
染
症
で
あ
る
と
と
も
に
、
親
か

ら
子
へ
「
遺
毒
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
認
識
も
共
有
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
の
梅
毒
に
よ
っ
て
深
ま
っ
た
「
遺
毒
」
と
い

う
考
え
方
が
、
当
時
の
「
癩
」
に
対
す
る
病
因
論
に
も
影
響
を

与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
藤
艮
山
は
「
徴
（
梅
毒
の
意
）
癩

之
遣
毒
に
係
る
如
き
な
り
」
（
浅
田
宗
伯
著
『
先
哲
医
話
」
「
後

藤
艮
山
」
）
と
梅
毒
と
「
癩
」
と
を
併
せ
て
述
べ
て
い
る
。
片
倉

鶴
陵
の
『
徽
慎
新
書
」
は
梅
毒
を
上
巻
、
「
癩
」
を
下
巻
と
し
て

板
行
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
梅
毒
の
登
場
と
蔓
延
は
、
当
時
の
「
癩
」
の
病

理
理
解
へ
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、
日
本
で
は
「
癩
」
に

対
す
る
「
家
筋
」
差
別
を
医
学
的
に
補
強
す
る
面
を
持
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。


